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予算
額

令和３年度当初農業農村整備事業関係予算
444,528百万円の内数

＜資金の流れ＞

○ 自動走行農機等の導入・利用に対応した農地整備
・ 自動走行農機等の導入・利用のため、農地の区画・形状の

整備やRTK-GNSS（衛星測位システム）基地局等の整
備を行うことで、スマート農業等の社会実装を促進。

○ 農業・農村における情報通信環境の整備の推進
情報通信環境の整備により、

・ 農業農村インフラの管理の省力化・高度化による維持管理
コストの低減等

・ 定住環境等の整備による地域活性化
・ スマート農業の実装の促進

○ ICTを活用した工事で得る詳細な座標データを自動運転に活用
・ ICTを活用した農地整備工事で得る詳細な座標データから

高精度の自動運転用地図を作成し、衛星測位による位置
情報と組み合わせて、自動走行農機やドローンの自動運転
に活用する取組を推進。

特徴・
ポイン
ト

 自動走行農機等の導入・利用に対応する農地の大区画化等の整備やICTを活用した水管理を推進。
 農業農村インフラの管理の省力化・高度化、地域活性化及びスマート農業の実装のための情報通信環境の整備を推進。

• 農業者の高齢化・減少、耕作者の経営規模拡大に伴う農作業の長期
化・水需要の変化、スマート農業技術が実用段階に入ってきたこと等、農
業を取り巻く情勢の変化を踏まえ、自動走行農機やICT水管理等のス
マート農業の実装を可能にするため、農業農村整備を推進。

• 自動走行に適した農地の大区画化等の基盤整備やRTK-GNSS
（衛星測位システム）基地局の設置を実施・支援。

• 農業農村インフラの管理の省力化・高度化に必要な光ファイバ、
無線基地局及びこれと併せて地域活性化やスマート農業に有効
利用するための附帯設備の整備を支援。

• ICTを活用した農業農村整備により得られる座標データの自動走
行農機等への活用に係る調査を実施。

＜対象事業のイメージ＞＜期待される効果＞

農業・農村における情報通信環境の整備の推進自動走行農機等の導入・利用に対応した農地整備

○RTK-GNSS※基地局等の情報インフラの整備

※ RTK-GNSSとは、高精度（数センチ単位）で測位可能な
衛星測位システムのこと。

衛星測位データを基地局で補正
することにより、高精度の自動走行
を実現。

自動走行トラクターの無人運転
の状況

○自動走行農機の効率的な作業に適した農地整備

営農作業上の障害を除去する
用排水路の管路化

農機の旋回を容易にし、作業効
率が向上するターン農道の設置

基地局

誤差補正情報

位置情報

自動走行農機

排水機場

ファームポンド

P

給水栓・落水口

分水ゲート

光ファイバ

水位・流量

パイプライン

鳥獣罠
センサー

頭首工

ため池

P

無線
基地局

無線
基地局

農道橋

公衆無線
LAN

排水路

ハウス
環境計測

揚水機場

農作業体験施設

林間広場施設

直売所

自動走行農機
（VRS利用）

集 落
集落排水

無線
基地局

無線
基地局

農業農村インフラの省力化・高度化

地域活性化やスマート農業

自動走行農機
集落

直売所

公衆無線
ＬＡＮ

林間広場施設

ハウス
環境計測

鳥獣罠
センサー

農作業体験施設集落排水 排水機場

分水ゲート

水位・流量
農道橋

排水路

給水栓・落水口

揚水機場

頭首工 ファームポンド

パイプライン

無線
基地局

光ファイバ

無線
基地局

無線
基地局

無線
基地局

※ 無線基地局は地域の実状を踏まえて適切な通信規格（LPWA、BWA、Wi-Fi等）を選定
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※ 事業の一部は、
直轄で実施
（国費率2/3等）
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関連事例

スマート農業の導入により地方創生を後押し～北海道上川郡鷹栖町の事例～
かみかわぐんたかすちょう
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新たな担い手の創出

高収益な野菜の生産及び高付加価値化

儲かる農業の確立による担い手の増加

担
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○ 育苗ハウスを利用したトマト栽培の実践によ
り地域ブランドを維持。
○ トマトを加工し地域ブランドのトマトジュース
『オオカミの桃』を販売・促進。

トマトの収穫作業

自動操舵田植機
による田植え

○ これらの取組により、鷹栖町における高
収益な野菜の農業産出額は堅調に推移
し、町外からの新規就農が増加。

○ 従来の３名から１名での田植え
を可能とする自動操舵田植機の
導入や、生育状況を高い視点か
ら一望できるドローンによる生育
管理の試験導入など更なる省力
化に向けた取組を開始。

スマート農業の導入による更なる省力化

延べ17人が新規就農！

（人）

新規就農者延べ人数（鷹栖町 ）

○ 鷹栖町にて農業交流センター（あったか
ファーム）を設立。ICT農業の試験導入等を通
じ、将来の担い手を育成。

野菜の農業産出額（推計）（単位：千万円）
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○ 土地改良事業を契機とし、スマート農業を導入。更なる省力化に向けた取組を開始。

○ 高収益なトマトの生産及び加工品（トマトジュース）販売を促進するとともに、新規就農者の研修受入や地域の
担い手育成を行う農業交流センターを設立。

○ これらの取組により、野菜における農業産出額は堅調に推移し、新規就農者も増加。
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